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のごはん

大人が変われば → 子どもが変わる
家庭が変われば → 地域が変わる

謹んで新年のお慶びを申し上げます。町民の皆様には、本町の教育行政の推進に御理
解と御支援を賜り衷心より御礼を申し上げます。

今年は、十干では甲で十二支では辰にあたる「甲辰（きのえたつ）の年」です。前回
の甲辰は昭和３９年で東京オリンピックが開催されました。アジアでの初開催は終戦後
の日本が名実ともに世界に復興を印象付けた年です。

昨年は「奄美群島日本復帰７０周年」の記念すべき年として、その名を冠した行事が
島内外で開催されました。また、東天城中の新校舎建設の推進をはじめ役場新庁舎の落
成や５０年ぶりに『徳之島町史』も刊行されました。 この機会に私自身、本町の発展に
尽力してきた島の先人の努力に思いを致すとともに、本町のワレンキャの未来に向けて
新たな時代の要請を取り入れていく教育の在り方を構想するにふさわしい節目の時期で
あると考えています。国は教育振興基本計画のコンセプトとして「持続可能な社会の創
り手の育成」及び「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」を掲げています。

本町も新たな教育振興基本計画を策定する計画です。島のワレンキャの将来を展望し
たとき、「亀津断髪」の進取の精神や向学愛知の「ヤンキチシキバン」の伝統的な教育
風土に根ざしつ「誰一人取り残さない」「最先端の学びのまち」等を中心とした教育こ
そ社会をけん引する駆動力の中核を担う営みである考えています。振興計画は一人一人
の豊かで幸せな人生と社会の持続的な発展に向けて極めて重要な役割を有しています。
甲辰は「新しいことを始めて成功する、これまで準備してきた
ことが形になる。」といった、縁起のよい年とのことです。本年も
行政Ƃ地域Ƃ学校が相互にパートナーとして連携Ƃ協働して主体的に
課題解決を行うことが必要となります。

町民の皆様方のご理解Ƃご支援をお願い申し上げます。

令和六年一月吉日 徳之島町教育長 福 宏人

日 時：令和６年1月14日（日）13時開場／13時30分開演

場 所：徳之島町生涯学習センター２階ホール

内 容：開会行事（13:30～14:00）
・社会教育功労者表彰他

特別講演（14:10～15:20）
・演題「生きる，学ぶ，そして知る」
・講師：里 達雄 氏（東京工業大学名誉教授）

公民館講座受講生舞台発表（15:30～17:00）
公民館講座作品展示発表（9:00～17:00）

入 場 無 料

令和5年度徳之島町生涯学習推進大会・生涯学習フェア

講師：里 達雄 氏

皆さまのお越しをお待
ちしております。



1月 2日（火） 二十歳のつどい

1月14日（日） 町生涯学習推進大会・生涯学習フェア

1月21日（日） えんぴつの持ち方講座と親子読書のススメ

1月28日（日） 地区親睦ミニバレーボール大会

1月28日（日） 新春島口ことわざかるた大会

１月行事予定 家庭教育支援チーム「 」から一言

思春期の安全基地に
なりましょう。

１月のおはなしの時間 13日・27日

11月15日、16日、城山ホテル鹿児島にて「第75回九州地区地
域婦人大会」が開催され、九州各県から約500名が参加。せっかく
の九州大会ですので大島紬のPRも兼ね、私達4名は大島紬での参加
「まぁ！大島紬すてき。きれいね～」の声・声・声にすかさず「着
物だけですか？」笑。。

初日は、組織・教育・環境と三分科会討議でそれぞれに事例発表
があり「できる人が、できる時に、できる事を」と掲げて、いちき
串木野市女性連の発表がありました。思わず「徳之島町女性連の合
い言葉ではありませんか」各県、各地区とも会員数の減少、若い世
代が入ってこない等々悩みは共通です。二日の全体会では、早速、
清瀬副会長がさっと手を挙げ、徳之島町女性連の経緯と現状を紹介。
若い人の意見を聞き尊重し、計画に文句は言わないようにすること
で、運動会をはじめ次から次へとアイディアと行動力で若い力を発
揮し、参加する全ての人に「女性連って楽しい、素晴らしい」と共
感をいただいています。と締めくくりました。与えられた時間目
いっぱいの発表に会場からは笑いと拍手に包まれました。

また、交流会では、奄美からの30余名の参加者で「島のブルー
ス」を踊ると、塩田知事をはじめ来賓の方々までもが輪に入り、最
後は六調です。えっ！ここは奄美？徳之島なの？と錯覚したひと時

でした。とても有意義な九州大会に参加させていただきありがとうございました。徳之島町女性連の姿が九
州のどこかの地区で少しでも参考になればありがたく、嬉しい限りです。初心に帰りこれからの活動につな
げてまいります。 （徳之島町地域女性連 会長 上原 トヨ子）

「第75回九州地区
婦人大会に参加して」

徳之島町を駆け抜ける「第11回徳之島町地区対抗駅伝競走大会」

町地女連活動報告（その７）

「第11回徳之島町地区対抗駅伝競走大会」が12月10日
（日）、花徳支所から亀津児童公園までの8区間、15.6㎞で熱
戦を展開しました。

本大会は、「長距離への関心を高めるとともに、競技力の向
上を図り、あわせて地域の連携を高め、「健康のまち」徳之島
町として明るく楽しい健康の町づくりに資する」ことを目的と
して開催されており、大会には町内8地区から小学生、中学生、
高校生、一般の各男女計8名の代表選手、総勢64名が出場し、
ゴール目指してたすきをつなぎました。花徳支所前から亀津児
童公園までの沿道には多くの人が詰めかけ、選手達へ大きな声
援を送っていました。

大会結果は、駅伝ならではの抜きつ抜かれつの熱戦が各区間
で展開され、後半で追い上げを見せた南区が優勝し、見事五連
覇を達成しました。参加された選手の皆さんお疲れさまでした。

【第11回地区対抗駅伝競走大会結果（チーム順位のみ）】
1位：南区 2位：亀徳 3位：北区 4位：中区
5位：花徳 6位：神嶺 7位；母間 8位：東区

思春期の子どもは成長に伴い自立心が芽生えることで
親と距離を置きたがったり、反抗的な態度をとったりし
ます。親は反抗期を成長の過程と受け止め、過度な干渉
はせず、ある程度子どもの意思を尊重して
あげられる、子どもにとっての安全基地にな
りましょう。


